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“The ocean is our origin. We are only able to survive because of the ocean, and if the ocean is 
no longer, that will be the end of us”

-Ainu fisherman Shiiyama Iwao, Usu, 1973



“For us fishermen, who make a 
living on the ocean, this is a 
matter of life and death. The 
power plant is a plankton killing 
machine. If it is built, it will alter 
the entire ecosystem” 
-Ainu fisherman Shiba Takeji, 
Usu, 1973



The “Date Struggle”: Date Thermal Power Plant 
Construction (1970s)

Jan 1970: A 25mw Oil-fired power plant proposed 
by Hokkaido Power (HEPCO)
àJul. 1970: Date Fisheries Union signs MOU, all 

other fisheries unions remain opposed

Aug 1970: Upgrade to 2 plants at 35mw/plant 
(350,000kw) drew citizen outrage:

àTriggered fears of  pollution



Projected Thermal Pollution
Date Marine Products:
Seaweed: Kelp, Wakame, 
Nori, Fish: Scallops, 
Flounder, Octopus 

Usu/Date Fisheries 
Legal Boundary Lines

Date Thermal 
Plant site  (proj.)



Projected Chemical Pollution

Model of  Industrial Pollution’s Impact on the Marine Ecosystem (From Seto Inland Sea Marine 
Development Council)



Timeline: 
Ainu and Civil Society Resistance
• Usu Fisheries Union: 60-80% Ainu fishermen
• Dec. 1970~ Iburi Medical Association, teacher’s 

unions, labor unions, agricultural unions, regional 
town councils (Sobetsu, etc.) – 40 orgs oppose

à Usu Residents Ocean Protection Society (Usu Jūmin to 
Umi wo Mamoru Kai)
• July 1972: Date Town Council signs “Pollution 

Prevention Agreement” with HEPCO 



“Environmental Rights” Case

July 1972: Sapporo District Court
“Right to Environment”: Right to a healthy 
environment to guarantee livelihood.
Plaintiffs: “We are endowed with the right to enjoyment of  
a favorable environment in order to maintain health and a 
comfortable livelihood. This right to environment is a basic 
human right elaborated in J. Constitution, Art. 13 (Right 
to life, liberty and happiness) and Art. 35 (Right to 
personal security)



Energy Colonialism
rooted in wastelanding

Wastelanding – “A colonial project of  rendering 
resources extractable and lands and bodies 
pollutable” (Voyles 2015: 23)



Timeline: 
Ainu and Civil Society Resistance
• April 1973~ Construction begins, opposition 

escalates
• June 1973: Direct Action, sit-ins, demonstrations 

to block construction. 500 riot police (+ 300 
undercover) dispatched.  
– Construction pushed through by force 

• Nov. 1978: Power generation commenced



“I’ll be the first one to end up flattened by a bulldozer”  
-Sengoku Masashi, Ainu fisherman



Anutari Ainu 
Roundtable on 

“Date  Struggle”
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海
も
よ
し

紬
も
う
つ
く
し
人
も
よ
し

ほ
ん
に
住
義
よ
き

有
珠
コ
タ
ン
か
な

バ
チ
ラ
;
八
毒
子
の
故
郷
、
有
珠
は
今
も
変
ら
ぬ

の
ど
か
で
美
し
済
町
だ
。
人
々
は
と
り
た
て
て
裕
福

で
は
な
い
が
、
漁
渓
も
農
民
も
そ
れ
ぞ
れ
立
派
に
生

活
し
て
い
る
。一麟
カ
メ
干
し
で
に
ぎ
や
か
な
浜
辺
に

は
、
お
だ
や
か
な
波
が
う
ち
よ
せ
、
子
供
た
ち
が
た

わ
む
れ
て
い
た
.冠今
も
八
重
子
の
う
た
っ
た
頃
と
何

ら
変
り
な
い
夢
評
な
漁
村
と
い
う
イ
メ
;
ジ
を
、
む

り
な
く
描
く
も
露
が
で
き
る
。

し
か
し
、
訟.κ麺
㌍か
な
有
珠
で
住
民
を
ま
ぷ
た
つ

に
割
る
激
し
い
闘
い
が
あ
る
の
だ
。

伊
達
市
長
和
に
建
設
予
定
の
火
力
発
電
所
を
め
ぐ

っ
て
、
設
置
後
に
当
然
お
き
る
様
々
な
公
害
や
、
温

撲
水
に
よ
る
海
の
汚
染
な
ど
を
考
え
、
反
対
闘
争
を

つ
づ
け
て
も
う
四
年
に
な
る
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目
先
の
欲
に
誤
魔
化
さ
れ
る
な
と
、
金
を
ち
ら
つ

か
せ
て
く
る
北
電
に
テ
コ
で
も
動
か
ず
絶
対
反
対
を

言
い
つ
づ
け
て
い
る
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で
も
、
も
っ
と
も
強
力
な

パ
ワ
ー
と
し
て
有
珠
漁
民
の
ウ
タ
リ
協
会
伊
達
支
部

の
人
々
が
い
る
。

こ
う
し
た
住
民
の
反
対
運
動
の
中
で
、
交
渉
は
二

転
三
転
し
、
最
早
北
電
は
強
制
着
工
の
か
ま
え
だ
。

反
対
派
も
実
力
阻
止
す
る
し
か
な
い
と
頭
を
丸
坊
主

に
し
て
突
撃
隊
を
組
織
し
て
抗
し
て
い
る
。
こ
の
日

も
北
電
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七
度
目
の
着
工
行
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を
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し
、
資
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を

積
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だ
ト
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を
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て
現
場
に
向
っ
た
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し
か

し
、
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対
派
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た
団
結
小
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と
太
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の
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ま
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で
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、
約
二
時
間
の
に
ら
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あ
い
の
末
、
と
う
と
う
北
電
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は
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き
返
す
と
い
う

一幕
も
あ
っ
た
。
こ
の
ピ
ケ
の
最
前
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に
ア
イ
ヌ
の

人
々
が
頑
張
っ
て
い
る
。
こ
の
漁
場
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タ
リ
で
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り
抜
く
と
そ
の
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い
ぶ
り
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壮
烈
だ
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サ

初
め
は
ノ
ン
ビ
リ
と
、
だ

司
会

そ
も
そ
も
の
闘
い
の
発

端
か
ら
話
し
て
頂
け
ま
す
か
。

苫

昭
和
四
十
五
年
か
ら
、
公

害
学
習
会
を
有
珠
地
区
の
漁
民

を
対
象
に
、
重
点
的
に
発
電
所

が
出
す
温
排
水
に
つ
い
て
勉

強
、
四
十
五
年
二
月
に
、
伊
達

に
重
油
専
焼
火
力
発
電
所
誘
致

の
動
唐
が
有
っ
た
訳
で
す
が
、

藁
坤我
々
と
し
て
は
公
害
に
対
し
て

湘驚
無
知
で
あ
っ
た
し
、
行
政
庁
や

継
政
辱
あ
る
程
度
籍
し
て
い

ぬ燕
た
訳
で
す
。

苫 で 肩 可 と 権 豆 出 砂 か、着L司
会

な
ぜ
反
認
す
る
の
で
す

・発、.砂川

北
電
が
建
っ
て
公
害
が

出
た
ら
、
我
々
の
漁
業
が
成
り

豆
た
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
よ

-

"、
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並
の
海
水
よ
り
八
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か
ら
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十
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で
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す
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な
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と
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動
植
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は
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だ
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ら
、
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
類
が
死
滅
し
て
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ま
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発
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か
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柴
波
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硫
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に
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っ
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ゅ
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そ
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煙

が
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キ
ロ
ま
で
も
届
く
そ
う

、、】カ

い
る
。

司
会

い
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反
対
団
体

が
あ
る
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で
す
け
ど
、
も
と
も

と
あ
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た
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す
か
。

砂
川

イ
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と
・
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あ
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け
ど
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こ
の

問
題
が
で
き
て
か
ら
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き
た
ん

だ
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す
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は
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治
的
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力
に
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っ
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い
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所
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有
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ら

な
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政
党
の
下
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機
関
み
た
い

な
団
体
も
有
る
し
、
農
民
と
か

漁
民
の
方
が
力
に
な
っ
て
る

な
。

司
会

み
な
さ
ん
も
、
ウ
タ
リ

協
会
以
外
の
他
の
組
織
に
入
っ

て
い
る
ん
で
す
か
。

柴
波

え
え
。
職
業
が
漁
業
だ

か
ら
、
海
を
守
る
会
に
入
っ
て

や
っ
て
ま
す
。

椎
山

組
織
し
て
る
っ
ち
ゅ
う

こ
と
だ
ね
。

柴
波

ま
あ
、
公
害
の
勉
強
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
北
電
に
対
す

る
不
信
感
が
大
き
く
だ
ん
だ
ん

な
っ
て
来
る
ん
で
す
よ
ね
。
漠

然
と
反
対
し
て
い
る
訳
で
は
な

い
ん
で
す
よ
。
内
地
に
視
察
に

行
っ
て
来
て
、
そ
れ
を
基
に
し

て
や
っ
て
き
た
ん
だ
け
ど
も
、

こ
れ
が
建
っ
た
ち
ゅ
う
時
点
に

於
い
て
伊
達
住
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に
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し
て
プ

ラ
ス
ち
ゅ
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モ
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で
す
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然
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は
じ
め
て
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て
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だ
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う う活 火 こ 百'か に 力 と 害

温 。ど が だ あ
排 う建 な つ
水 か つ 。て
と か と 一
い わ'禾
う る直 な
の の 接 し
喜 な 支 ち い だ
ぶ る 炎 や た 。
は ち'う ら 伊
ず ゆ ぜ 。'達
の う ん 肺 五 市
医 。そ 気%の
者 病 く腫 位 人
も 人 等'病 口
反 が の 慢 気 が
対 で 病 性 に 三
し る気 気 な 万
て とに 管 つ人

椎 ら さ な 漁 砂
山 さ'も 民 川'商 の と

温 は 売 の い そ
排 つに 影 う れ
水 き影 響 こ は
の り 響 を と や
影 言 す 受 で っ
響 つる け さ ぱ
で て ん た 。り
さ な だ 場 そ 我'oか 合 ん 々

椎 な 砂 さつ 海
出 る川 ね か 草
ん 。な 類

漁 だ お くも
師 。れ な 魚
つ ら る も
て の つ ぜ
の 商 て ん
は 売 ゆ ぜ
さ だ う ん'め こ よ
、昌'灘 に と り

柴 だ た ん 在
波 ね ら だ っ。も か て

だ う ら は
か 終'じ
ら り こ め

('だ の て
第 こ ち 海 生
二 の ゆな き
面 海 う く て
へ じ ζ な き
)た と った
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?
・何が正義なのか

伊達火発強行着工される
「ち
く
し
ょ
う
。、ち
く
し
ょ

う
」
を
連
発
す
る
。

機
動
隊
と
も
み
あ
っ
て
倒
れ

急
救
車
で
病
院
に
運
ば
れ
、
絶

対
安
静
を
言
い
渡
さ
れ
た
実
力

阻
止
突
撃
隊
の
千
石
正
志
氏

だ
。
ベ
ッ
ド
の
う
え
で
陣
く
よ

う
に
何
度
も
言
う
。

午
後
六
時
、
タ
闊
の
た
れ
こ

め
た
伊
達
赤
十
字
病
院
に
ひ
と

り
、
ふ
た
り
と
仲
間
が
見
舞

う
。
ど
の
顔
も
失
意
の
色
は
隠

せ
な
い
。
ガ
ッ
ク
リ
と
肩
を
落

一し
言
葉
少
な
だ
。

六
月
十
四
日
、
早
朝
五
時
に

藷
嘱
動隊を挙
.現地
入

我
ら
の
漁
場
を
守
る
ん
だ
と

涜
号
で
力
強
い
闘
い
の
模
様
を

語
っ
て
く
れ
た
有
珠
の
ウ
タ
リ

粘
り
強
い
デ
モ
隊
の
人
々

の
人
々
。
こ
の
日
も
路
上
の
座

り
込
み
の
最
前
列
で
頑
張
っ

た
。低

く
た
れ
こ
め
た
、
く
も
り

空
に
ジ
ュ
ラ
ル
・・、ン
の
盾
の
イ

カ
メ
シ
イ
武
装
集
団
。
道
警
が

機
動
隊
を
出
し
て
北
電
の
応
援

だ
Q有

珠
漁
民
の
他
に
全
道
労
協

他
支
援
団
体
を
機
動
隊
が
ゴ
ボ

ウ
抜
き
。
ひ
ぎ
抜
か
れ
る
夫
や

兄
弟
を
、
差
し
入
れ
の
お
に
ぎ

り
を
背
に
不
安
げ
に
見
て
い
た

漁
民
の
主
婦
や
娘
さ
ん
。
逮
捕

者
が
出
た
途
端
、
全
道
労
協
が

「こ
れ
以
上
犠
牲
者
(?
)
を

出
す
わ
け
に
い
か
な
い
」
と
し

て
ピ
ケ
隊
を
解
き
か
け
た
と

ぎ
、
も
う
が
ま
ん
で
き
な
い
と

ば
か
り
か
あ
ち
ゃ
ん
も
娘
さ
ん

も
最
前
列
に
座
り
こ
ん
だ
。

漁
民
の
生
活
と
生
命
を
か
け

た
ピ
ケ
の
中
を
権
力
を
た
て
に

ね
じ
ふ
せ
る
よ
う
に
そ
の
上
を

通
っ
て
い
く
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

や
資
材
運
搬
車
が
道
路
を
ノ
ロ

ノ
ロ
走
る
と
、
脇
の
草
や
ぶ
の

な
か
を
ピ
ケ
を
解
か
れ
た
人
々

が
必
死
に
走
っ
た
。
だ
が
追
い

つ
く
は
ず
も
な
い
。
道
路
の
両

側
に
は
機
動
隊
が
ズ
ラ
リ
。

午
前
十
一時
。
現
場
に
ク
イ

が
う
た
れ
る
。
ハ
ラ
ハラ
と
涙

を
流
す
婦
人
。
た
く
ま
し
い
海

の
男
た
ち
に
し
て
も
気
持
は
同

じ
だ
。

工
事
現
場
を
と
り
ま
く
機
動

隊
。
「こ
こ
は
北
電
の
用
地
で

す
の
で
無
断
で
入
ら
な
い
よ
う

に
」
と
ス
ピ
ー
カ
ー
が
、
が
な

り
た
て
る
。

「フ
y
、
空
や
海
ま
で
買
っ

た
の
か
よ
」
と
反
対
派
の
ひ
と

り
が
叫
ぶ
。

と
り
あ
え
ず
緑
と
太
陽
の
塔

の
前
ま
で
引
返
す
反
対
派
の
人

々
。
「ど
う
や
った
ら
世
の
中

変
る
ん
だ
」
苫
和
三
氏
が
ポ
ツ

リ
。
長
い
闘
い
で
あ
る
。

正
午
す
ぎ
、
ひ
と
り
ふ
た
り

と
自
宅
に
帰
っ
た
入
々
。
何
人

か
集
っ
て
も
誰
も
口
を
開
く
人

は
な
い
。
や
っ
と
晴
れ
た
空
に

北
電
が
用
意
し
た
ヘリ
コプ
タ

:
の
ば
く
音
が
響
く
。

「バ
カ
な
奴
ら
め
/
今
に
魚

が
食
ぺ
ら
れ
な
く
な
る
さ
。
し

と
吐
ぎ
捨
て
る
よ
う
に
い
う
老

人
。
お
り
か
ら
汚
染
魚
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
と
き
だ
。

自
分
た
ち
の
生
活
を
か
け
た

当
然
す
ぎ
る
ほ
ど
当
然
な
正
し

い
こ
と
の
要
求
で
あ
っ
た
の

だ
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
日
の
怒

り
と
失
望
は
激
し
い
。

何
で
あ
れ
多
数
者
、
も
し
く

は
長
い
も
の
が
、
正
し
い
、
真

実
な
少
数
者
を
い
つ
の
と
き
も

圧
し
つ
づ
け
て
き
た
。
こ
の
意

味
に
お
い
て
ア
イ
ヌ
が
少
数
民

族
で
あ
っ
た
ゆ
え
の
歴
吏
を
も

思
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
日
、
何
ケ
所
に
も
分
散

し
て
次
の
闘
い
へ
む
け
て
集
り

が
も
た
れ
た
。
む
し
ろ
本
当
の

闘
い
は
こ
れ
か
ら
な
の
だ
。
そ

し
て
何
が
正
し
か
っ
た
の
か
本

当
に
わ
か
る
の
も
、
そ
う
遠
く

は
な
い
だ
ろ
う
。

ウ
タ
リ

リ福祉係をウ タ

道庁が新設
福
祉
対
策

が
問
題
に

な
っ
て
い

る
お
り
、

道
に
ウ
タ

リ
福
祉
係

が
五
月
一

日
付
で
新

設
さ
れ
た

初
代
、

係
長
に
林

宗
(は
や
し
た
か
し
)
氏
が
任

命
さ
れ
三
名
で
成
っ
て
い
る
。

林
氏
は
、
か
つ
て
空
知
支
庁
総

一務
課
他
、
児
童
家
庭
管
理
課
な

一
九
七
三
年

六
月
十
四
日

戸
塚
美
波
子

そ
の
日

町
民
を
守
る
べ
き
筈
の
機
動
隊
は

(毎
度
の
こ
と
な
が
ら
)

道
庁
と
北
電
の
手
先
と
な
っ
た

そ
の
為
だ
け
の

バ
カ
カ
を
出
し
て

い
と
も
気
軽
に

国
民
の
一部
で
あ
る
ピ
ケ
隊
を

う
む
も
言
わ
せ
ず

排
除
し
つ
つ
あ
っ
た

黙
々
と

ー

あ
く
ま
で
も
雇
主
に
忠
実
に

そ
の
裏
で

へ
っ
ぴ
り
腰
の
北
電
の
男
達
が

有
珠
の
大
地
に

ク
イ
を
打
ち
込
ん
だ

し
ゅ
ん
か
ん

大
地
は
壮
絶
な
悲
鳴
を
上
げ
た

男
た
ち
よ
聞
こ
え
な
か
っ
た
か
?

そ
の
喩
り
を
iー

海
は

そ
の
大
地
の
余
り
の

い
た
ま
し
さ
に

深
い
嘆
き
を
憶
え

怒
り
に

わ
な
な
い
た
と
い
う
の
に

御
用
電
波

N
H
K
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は

現
地
で

ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
叫
ぶ

「こ
の
発
電
所
は

必
要
な
の
で
す

今

北
海
道
の
電
力
は
不
足
し
て
る
の
で
す
!
」

何
の
為
の
電
力
?

大
企
業
?

そ
れ
と
も
N
H
K
?

道
庁
?

自
衛
隊
の
基
地
?
ド
ー
ケ
イ
の
?
が

不
足
し
て
る
の
か
い

繰
り
返
さ
れ
る
歴
史
は

又
も

非
情
な
手
段
を
使
っ
て
姿
を
現
わ
し
た

何
の
抵
抗
の
す
ぺ
も
持
ち
得
な
い

大
地
に
向
っ
て

資
本
家
ど
も
の

侵
略
者
ど
も
の

恥
知
ら
ず
の

ク
イ
が
ー

性
懲
り
も
な
く

打
ち
込
ま
れ
る

我
ら
が
モ
シ
リ
を

ど
こ
ま
で

破
壊
し
よ
う
と
い
う
の
か

昔

流
さ
れ
た
血
を

又
も
や

流
さ
せ
よ
う
と
言
う
の
か

許
し
は
し
な
い
ぞ

灘鷲
鑓
矩

お
前
た
ち
が

ク
イ
を
打
ち
込
ん
だ

そ
の
時

斗
い
は

始
ま
っ
た
の
だ

安
心
す
る
の
は

ま
だ
早
い

お
前
た
ち
の

薄
汚
れ
た
手
か
ら

大
地
を
守
る
為
の
斗
い
な
ら
ば

私
は

死
を
も
い
と
わ
な
い
/

名

称平
村
明
美

我
々
を
呼
ぶ
の
に
ア
イ
ヌ
な

の
か
ウ
タ
リ
な
の
か
と
迷
う
の

は
、
こ
と
和
人
ば
か
り
で
は
な

い
ら
し
い
。

先
日
、
道
新
の
読
者
の
声
欄

に
〃ア
イ
ヌ
"
は
差
別
用
語
で

あ
る
か
ら
こ
れ
を
な
く
せ
と
言

っ
て
い
る
の
に
は
驚
い
た
。
し

か
も
こ
れ
が
ア
イ
ヌ
の
人
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
二
度
驚
い

た
。
い
や
、
驚
い
て
ば
か
り
い

ら
れ
な
い
。
臼
ら
の
名
一
つ
呼

ぶ
こ
と
に
戸
惑
う
ア
イ
ヌ
の
現

況
が
あ
る
か
ら
だ
。

子
供
の
こ
ろ
シ
ャ
モ
に
い
じ

め
ら
れ
た
と
き
「
ア
ッ
イ
ヌ
」

な
ど
日
本
語
の
犬
と
語
呂
が
似

量

ど
を
経
て
い
る
。

「ウ
タ
リ
の
方
々
と
会
う
の

も
む
し
ろ
初
め
て
と
い
っ
て
い

い
位
で
最
近
、
い
ろ
い
ろ
書
物

な
ど
通
し
て
勉
強
中
で
す
が
む

ず
か
し
い
で
す
ね
」
と
語
っ
て

い
た
。
仕
事
は
主
に
ウ
タ
リ
協

会
関
係
の
こ
と
、
そ
れ
と
今
の

ウ
タ
リ
対
策
に
つ
い
て
忙
し
い

模
様
。
そ
の
せ
い
か
少
し
痩
せ

て
い
る
こ
と
で
そ
れ
を
蔑
す
み
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
シ
ャ

の
言
葉
の
よ
う
に
、
あ
び
せ
ら
季、が
ア
イ
ヌ
を
ウ
タ
リ
と
呼
ぶ

れ
て
き
た
者
に
と
っ
て
ア
イ
ヌ
の
は
す
じ
違
い
だ
。
そ
う
し
た

語
本
来
の
〃入
間
"
し
か
も
"
多
数
者
シ
ャ
モ
の
押
し
つ
け
を

ほ
こ
り
高
い
人
間
"
を
意
味
す
何
故
我
々
ま
で
信
じ
こ
ん
で
し

る
の
だ
と
言
わ
れ
て
も
先
に
傷
ま
う
の
か
。
差
別
す
る
側
の
者

が
痛
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
に
ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
嫌
な
言
葉

か
。
世
界
の
民
族
の
中
で
自
ら
だ
と
知
れ
ば
そ
れ
を
切
札
の
よ

を
〃人
間
"
と
呼
ん
だ
民
族
は
う
に
、
ほ
く
そ
え
善
ば
か
り

他
に
な
い
。
こ
の
力
強
い
言
葉
だ
。
彼
ら
の
思
う
つ
ぼ
で
は
な

が
侵
略
者
に
よ
っ
て
ゆ
が
め
ら
い
か
。

れ
、
そ
の
上
に
侮
蔑
的
な
意
味

ア
イ
ヌ
が
ア
イ
ヌ
系
に
な
り

を
重
ね
て
ぎ
た
こ
と
は
シ
ャ
モ
果
て
は
ウ
タ
リ
系
に
変
え
て
も

の
恥
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
同
じ
こ
と
だ
。
今
こ
そ
私
た
ち

〃ア
イ
ヌ
"
と
ス
ム
ー
ズ
に
は
"ア
イ
ヌ
"
を
差
別
老
の
薄

云
え
ず
に
ウ
タ
リ
の
方
々
な
ど
汚
い
意
識
の
中
か
ら
取
り
戻
し

と
言
葉
を
濁
す
と
こ
ろ
に
シ
ャ
真
に
我
々
の
も
の
と
し
な
け
れ

モ
の
今
ま
で
の
ア
イ
ヌ
ヘ
の
か
ば
永
久
に
本
来
の
意
味
を
失
う

か
わ
り
が
見
え
隠
れ
す
る
。
ウ
こ
と
に
な
る
。

タ
リ
と
は
ア
イ
ヌ
同
志
で
あ
っ

今
、
ア
イ
ヌ
本
体
の
意
識
が

て
は
じ
め
て
同
胞
と
か
仲
間
を
必
要
だ
。

§§
N璽
蚕
§§Nー
ー
§§＼壁

N§
N唖
輿
§
§璽
匿
§
§N箋

§§N嘱
璽
§§
N璽
唖
§
§s箋
璽
§§N璽
璽
§§
＼矯
璽
§s

ぎ
す
の
人
だ
。
四
十
三
才
と
い

う
か
ら
男
ざ
か
り
。
う
ん
と
い

い
仕
事
を
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
だ
。
「ア
イ
ヌ
の
方
々
と
接

触
す
る
こ
と
で
学
び
た
い
」
と

『言
っ
て
い
る
の
で
全
国
の
ウ
タ

リ
の
み
な
さ
ん
来
札
の
際
は
是

非
お
会
い
に
な
る
よ
う
お
す
す

め
す
る
。

一

ウ
タ
リ
協
会
札
幌
支
部
の
抗
議
状

こ
の
た
び
、
民
生
部
長
名
で

各
市
町
村
、長
宛
に
出
し
た
「ウ

一タ
リ
修
学
資
金
の
支
給
に
つ
い

て
」
(民
総
第
七
三
一号
)
な

…る
文
章
を
み
て
、
私
た
ち
は
、

一怒
り
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
従
来
、
ウ

㎝タ
リ
協
会
の
事
業
に
た
い
す
る

補
助
金
と
し
て
道
費
助
成
を
お

こ
な
っ
て
き
た
の
を
、
一方
的

に
奪
い
と
っ
て
窓
ロ
を
市
町
村

役
場
に
移
し
、
そ
の
上
、
支
給

対
象
者
を
、
生
活
保
護
、
準
要

保
護
世
帯
に
制
限
す
る
と
い
う

一き
わ
め
て
乱
暴
な
既
得
権
侵
害

額

別
の強
化
で
あ
り
享
.

}
さ
ら
に
、
支
給
額
は
、
数
年

前
か
ら
の
二
千
円
と
い
う
低
額

一
の
ま
ま
据
お
か
れ
て
お
り
、
.」

一れ
は
、
育
英
資
金
の
四
千
円
の

}半
額
で
、
と
う
て
い
昨
今
の
異

[}常
な
物
価
高
の
下
で
の
学
業
を

』保
障
茗
あ
で
密
り
喜

ん
。私

た
ち
は
、
長
い
迫
害
と
差

別
の
歴
吏
の
中
で
、
森
や
海
な

ど
い
っ
さ
い
の
生
活
手
段
を
奪

い
去
ら
れ
た
上
に
、
働
ら
く
権

利
、
学
ぶ
権
利
ま
で
も
奪
わ
れ

て
、
そ
れ
が
、
今
日
の
貧
困
に

っ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
道

が
お
こ
な
っ
た
不
充
分
な
調
査

に
ょ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
り
ま

す
。私

た
ち
が
、
子
供
た
ち
を
進

学
さ
せ
た
い
と
ね
が
う
の
は
、

・自
分
ら
が
奪
わ
れ
た
権
利
の
復

活
を
要
求
す
る
こ
と
な
の
で
あ

り
、
決
し
て
、
お
め
ぐ
み
の
貧

困
者
対
策
を
望
ん
で
い
る
も
の

で
は
な
い
の
で
す
。

ア
イ
ヌ
解
放
運
動
の
高
ま
り

の
中
で
、
政
府
も
お
そ
ま
き
な

が
ら
「ウ
タ
リ
福
祉
事
業
」
に

目
を
向
け
よ
う
と
し
て
い
る
矢

先
、
こ
の
様
な
、
私
た
ち
の
要

求
に
逆
行
し
た
施
策
が
な
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
知

事
、
高
級
官
僚
が
、
過
去
の
ア

イ
ヌ
略
奪
政
策
に
対
し
て
、
い

か
に
無
反
省
で
あ
り
、
依
然
と

し
て
思
い
上
っ
た
権
力
意
識
に

あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
る
か
を
証

明
す
る
も
の
で
す
。

怒
り
を
こ
め
て
強
く
抗
議
し

ま
す
。

揖
た
だ
ち
に
、
こ
の
通
達
を
撤

・回
し
、
進
学
を
希
望
す
る
す
べ

て
の
ア
イ
ヌ
子
弟
に
対
し
、
簡

単
な
手
続
ぎ
で
、
月
額
四
千
円

以
上
の
奨
学
資
金
を
支
給
す
る

よ
う
要
求
し
ま
す
。

一九
七
三
年
六
月

北
海
道
ウ
タ
リ
協
会
札
幌
支
部

支
部
長

小
川
隆
吉

北
海
道
知
事

堂
垣
内
尚
弘
殿

　
ラ
　
　

編
集
後
記

(
(
(
(

わ
た
し
た
ち
の
思
い
あ
が
り

と
拙
な
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

何
と
多
く
の
人
々
が
「ア
ヌ
タ

リ
ア
イ
ヌ
」
を
支
持
し
て
く
れ

た
こ
と
か
。
自
ら
の
力
量
を
省

み
る
こ
と
な
く
、
ほ
と
ん
ど
無

謀
と
で
も
言
う
べ
き
仕
事
に
わ

た
し
た
ち
は
手
を
つ
け
て
し
ま

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か

し
、
わ
た
し
た
ち
は
始
め
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
り
、
予
め
想
っ

た
以
上
の
人
た
ち
が
支
え
と
な

る
こ
と
を
明
言
し
て
く
れ
た
。

そ
の
人
た
ち
は
、
今
こ
の
世
を

生
き
て
ゆ
く
憤
り
と
哀
し
み
を

確
か
に
識
る
人
々
で
あ
る
に
違

レ
な
し
。

勿
論
、
そ
の
人
た
ち
の
支
え

と
は
、
単
な
る
通
り
二
遍
の
こ

と
ば
で
は
な
く
、
真
摯
な
忠
告

で
あ
り
、
率
直
な
評
言
で
あ
り

ま
た
心
暖
か
い
批
判
で
あ
る
。

だ
が
一方
、
謂
わ
れ
な
い
悪
ロ

も
あ
れ
ば
、
空
威
張
り
の
桐
喝

も
あ
り
、
ま
た
脅
迫
さ
え
も
あ

っ
た
。
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
や

は
り
わ
た
し
た
ち
の
予
想
外
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

の
予
想
外
の
事
々
は
、
た
ぶ
ん

わ
た
し
た
ち
を
強
く
こ
そ
す
れ

弱
く
は
し
な
い
だ
ろ
う
。

第
二
号
は
、
予
定
よ
り
も
半

月
近
く
遅
れ
た
。
月
刊
々
行
物

が
半
月
も
遅
れ
る
の
は
、
弁
解

の
余
地
も
な
い
が
、
そ
の
主
な

原
因
は
道
庁
の
足
早
な
ー
そ
れ

だ
け
に
、
中
身
が
空
疎
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
1

動
き
で
あ
り
「意
見
聴
取
会
」

を
追
っ
か
け
て
、
ウ
タ
リ
協
会

総
会
で
決
ま
る
は
ず
だ
っ
た
道

庁
の
新
提
案
の
行
方
を
し
か
と

把
え
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ

る
。
だ
が
、
遂
に
六
月
中
に
は

ウ
タ
リ
協
会
総
会
は
催
さ
れ
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
、
一旦
、
二

号
を
発
行
し
、
改
め
て
三
号
で

総
会
を
報
ず
る
こ
と
に
し
た
。

第
三
号
は
、
故
鳩
沢
佐
美
夫
の

命
日
が
発
行
日
付
と
重
な
る
こ

と
も
あ
り
、
鳩
沢
に
つ
い
て
の

企
画
記
事
を
予
定
し
て
い
る
。

△「号
は
六
面
で
あ
っ
た
が
、
次

号
は
八
面
に
し
た
い
と
も
考
え

て
い
る
。

あ
い
も
変
わ
ら
ず
、
わ
た
し

た
ち
の
限
は
狭
く
、
手
は
足
ら

ず
、
紙
面
の
水
準
は
高
く
な
い

か
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
期
待
し

て
い
る
。
よ
り
多
く
の
情
報
、

よ
り
多
く
の
寄
稿
、
よ
り
多
く

の
批
判
を
。
当
事
者
で
あ
る
わ

た
し
た
ち
は
「ア
ヌ
タ
リ
ア
イ

ヌ
」
の
位
置
も
、
波
紋
も
皆
目

わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
小
さ
な

新
聞
が
関
わ
る
一
切
の
こ
と
に

責
任
を
完
徹
し
よ
う
と
す
る
意

志
だ
け
は
、
固
い
も
の
で
あ
る

こ
と
を
は
っき
り
と
言
い
切
れ

る
つ
も
り
で
あ
る
。
(S
)
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Ainu positioned fishing boats in 
Date Harbor to block construction



Ainu & Oceans: Repun Kamuy as Guardian of the Ocean



Ainu & Repun Kamuy as 
“Environmental Activism”



Why are “Ainu narratives” absent 
from the Date Struggle even as the 

resistance was led by Ainu?

-Hiramura: “Ishi” theory on how settler 
colonialism nearly destroyed Ainu
-“Becoming Wajin”
- Ripple effect of  the Date Struggle into Ainu 
Rights Movement



Energy Colonialism
rooted in wastelanding

Wastelanding – “A colonial project of  rendering resources 
extractable and lands and bodies pollutable” (Voyles 2015: 
23)
- Not just “Environmental Racism”: Not simply a problem 
of  the disproportionate distribution of  environmental 
toxins
E.g. (Northern Japan)
• Hokkaido: Date Thermal PP, Tomari NPP, Horobetsu

Nuclear Waste Long-term Storage (prop.)
• Aomori: Rokkasho Nuclear Waste, Rokkasho Nuclear 

Reprocessing Plant, Oma NPP




